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6）統計的有意差の検定で危険率 1 ％と 5 ％を併用した理由
7）自閉症が男性に起こりやすいことにグルタミン酸は関係しているのか
8）血清グルタミン酸濃度と他のアミノ酸濃度との相関はどうであったか
9）血清グルタミン酸濃度とADI-R社会性サブスコアの相関は健常男性ではどのような結果になると考え
られるか
10）MRIでどのように脳内グルタミン酸量を推定できるのか
11）てんかん患者でも血清グルタミン酸濃度は上昇しているか
12）自閉症に合併するてんかんの病態には一定の傾向があるか
13）相関のないデータでも散布図を示した方が良いのではないか
14）早期診断による早期介入を目指すのであれば小児被験者が必要でないか
　これらの質問に対し申請者の解答は適切であり、問題点も十分理解しており、博士（医学）の学位論文
にふさわしいと審査員全員一致で評価した。
論文審査担当者 主査　　福　田　敦　夫
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